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要 旨
Pursuing“Dynamic-Equivalent Translation”:






















また、原文の The Great Gatsby の文体の特徴の一つは生き生きとして効果的な比
喩的表現を多用していることであるが、比喩とはまさに知識や文化的土壌を共有して
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いる者にのみ通じるもので、これを文化的土壌の異なる日本語にどのように訳すかと
いうことは、翻訳読者が原作読者に近い感動を得ようとする時に重要な要素となる。
上記の分析を通して得たものは、決まったルールのようなものはなく、それぞれの
文節ごとにその持つ意味合いに応じた訳が必要であるというものである。だからこ
そ、その小説全体のテーマを考え、文化や言語的な差異を埋めつつ原作の持つそれぞ
れの文章の雰囲気を壊さないように訳すことが重要である。
第 3章
ここでは、自分自身による翻訳の試みに生かそうとして、第 2章でおこなった分析
の結果から得たものを取りまとめている。
第 4章
第 3章、第 4章の結果をベースに行った自身の試訳について述べている。
第 5章
以上を取りまとめた章である。
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